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P − 147　 　 マ ウス 卵 巣内卵胞の 体外培養 と

　その 生 化学的代謝 につ い て
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P − 148　 ヒ ト胎児の 脳機能障害 ：心拍数変動の

特徴か ら出生前に脳機能の 障害部位 を同定で きる

か
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（目的）マ ウ ス 卵胞を培養 しpure　FSH に て刺激 し

て 個々 の 卵胞が どの 様に発育する か を検討 した 。

（方法） 4 週齢の B6C3F1 マ ウ ス よ り卵巣内卵胞

を採取 し50μ 1の 微少量培養液に て 培養 した 。 培

養液は α MEM 単独（P（
一
））と IN ／m1 の pure　FSH を含

ん だ α MEM （P（＋ ））を用 い た （各群4Q 個）。培養

液 は24 時間毎に交換 し、エ ネル ギ
ー

源 として消

費 された培養液内 の glucose消費量 を測定する と共

に卵胞の 大 きさを平均直径にて測定 した 。 glucose

はglucose−6−phosphate そ して 6・phospho ・

glucon ・ laCt・ ne に代謝 され る 時に 等量生 ずる

NADPH を蛍光測定した 。 　（成積）DAY4 まで に

直径 を増加 させ た卵胞の割合 は P（；）群で 70％ 、
P （＋ ）

群 で 90 ％で あっ た 。各群の卵胞直径の 増加率はP（
・
）

群 で は ／2．0± 2．2 μ m ／day （平均 ± 平均標準誤差）、

P （＋〉群で は 241 ± 3．ユμ 皿 ／dayで あ っ た （P《O．Ol）。

各卵胞の 培養液内 の gluco   消 費は卵胞平均 直径で

約 200 μ m を境 と して 急速 に 消費が 増大する 傾向

を示 し た 。 そ こ で DAY1 の 卵胞直径 を200
μ

m で

分けた 時、200 μ m 以下 で の卵胞のgluco   消費量

は P（
・
）群で 3．3± 0．5nmol ／ fQllicle／day、　P（＋｝群

で 3．9± 1．On 　mo ］／CQIIicle／ dayで ある の に対 し200

μ m 以上で は P（
・
）群で 8．3± 1．7n　mol ／fo；Hcle／day、

P（＋ 〉群で21．4± 3．4nmol ／folHcle　／day （p 〈0．O！）

で あ っ た 。 　 （結論）マ ウ ス 卵胞 は平均直径が 200

μ m を こえ る と無刺激で も有意 に gluc・ peの 消費を

増加 させ て い た 。 また pure　FSH に対 する 反応性 は、

200 μ m 以 下 の 卵胞で は glUCQ譜 肖費は 増加 しな か

っ た が 、200
μ m 以 ヒの 卵胞 で はFSH添加群の

gluco 舘 消費 は無刺激群の 増加の 約2．6倍 に増加 し

た 。 こ の こ とは卵胞 内卵子の 成熟 をin　vltr。 で で

きる こ とを示唆 す る もの で ある 。

［目的1確率密度分布図 を用 い た心拍数変動の 定量的

な解析か ら，ヒ ト胎児 における脳機能障害の局在部

位 を出生前に どの 程 度ま で 同定で きるか を目的 と

した．［方法1妊娠37−40週 の 無脳症 を除 く中枢神経系

形態異常胎児12例（CNS群）（水頭症5例，Amold −Chiari

症候 群 3例
，
Dandy −Waiker 症候群 1例 ，滑沢脳 1例 ，

M6bius症候群 1例，頭蓋癒合症 1例）を対象と した．対

照 には ，1）正 常胎児248例（C群）と2）無脳症胎児8例

（A1 群4例 ：頚髄ま で
，
A2 群4例 ；延髄 まで存在する症

例）の 2群 を用 い た．各症例か ら90−120 分間 の 瞬時心

拍数値 を収集 した後 ，心拍数絶対値 と次の 1拍へ の

変化分を行 と列に 配 し，対応する要素に確率密度を

有する確率密度分布図を作製 した．つ い で，CNS 群の

各胎児の確率密度分布図を各々 に対応する妊娠週

数の 1）C群胎児 の 確率密度分布図な らび に 2）AIXA2

群胎児の それ と較べ て ，
’「
差分値分布図

闘
を作製 し，

CNS 群の C群とAl1A2 群 に 対 す る差異 を求め
，

”
不
一

致率
「
と命名 して 指標 と した．統計学的解析 に は

Smirnov棄却検定を用 い た．［成績］1）CNS 群の なか

で ，C 群に対する 不
一致率が高値を示 し た 症例 は 3例

（3112：25，0％）：Amold −Chiari奇形（61．1％）f滑沢脳（70．4

％）！M6bius症候群（72．89。〉各々 1例で あっ た（p＜ 0．05）．
2）上記 3例の なかで，Al群胎児に対する Mdbius 症候

群の 不一
致率は23．6％，A2 群胎児に対するArnold−

Chiari奇形 と滑沢脳例の そ れ は各々 21，1％，36．8％ で

あ っ た（p＞o．05），出生後，MObius 症候群 は延髄か ら橋

に
，
Arnold−Chiari奇形滑 沢脳は 中脳を含め，それ よ り

上位の脳実質に 病巣が認め られた．［結論］心拍数変

動の異常 を呈する例で は，1）脳幹あるい はそれ を含

め た上位中枢に病変 を有 して い る こ と
，さらに 2）病

変部位が延髄か あるい はそれ よ り上位中枢 に存在

する か に よ っ て 2群に判別で きる こ とが分か っ た．
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